
 

上越地区大会を終えて       校長  宮崎 隆史 
 
先週まで、上越地区大会が各競技で開催されました。今大会で西山中学校は、常設の部

活動（陸上競技、軟式野球、卓球）の 3 競技に加えて、社会体育で活動する生徒が個人で

登録した水泳、団体のクラブチームとして登録した軟式野球、バレーボールの計 5 競技に

生徒が参加しました。（成績は、別欄をご覧ください。） 

この地区大会を勝ち抜いて、県大会出場権を獲得した人もいれば、

一方ではこれで引退となる 3 年生もいます。応援に出向いた各大会会

場で、西山中学校の名前で参加した人もそうでない人からも、負けた

ら終わりの最後の大会に臨む懸命な姿に、多くの感動をいただきまし

た。それとともに、勝者と敗者に分かれる明暗は受け入れなければな

らない現実とはいえ、悔しさで涙する姿も多く見られました。 

話は変わりますが、将棋の藤井聡太八冠が、叡王戦で敗北を喫し、初めてタイトルを失

うとともに、八冠独占が崩れました。藤井さんは敗戦後のインタビューで、「敗れるのは

時間の問題と思っていたので気にせずに、これからも頑張っていきたい。」と述べていた

そうです。一方、八冠独占の牙城をついに崩した伊藤匠七段の師匠である宮田利男八段は、

勝因を驚異的な粘りと評しました。普通の棋士なら簡単に諦めるところを伊藤七段は諦め

ずに勝つ手段を探していた、ということです。 

将棋の元名人で日本将棋連盟の会長を務めた故・米長邦雄氏は、

著書「運を育てる 肝心なのは負けたあと」の中で、いかに勝利の

女神に好かれるかを述べています。私は、競技委員長として参加し

た卓球大会の開会式のあいさつの中で、「これまで技術の向上に努

めてきた。大会当日は、同じような技術であれば、勝ちたいという

願望ではなく、勝つという意志の強さが大きい方が勝つ。」という

話をしました。願望とは他人事で、人からしてもらうこと。それに 

対して意志の強さとは、自ら道を切り開く術をたくさん持つこと。願望と意志のどちらが

強く出るかは、その人の普段の生き方に左右されるもので、実は大会当日には既に決まっ

ているのです。それまでに経験したたくさんの負けや失敗から学び、何を大切にして日常

を過ごすか、それを練習の時だけではなく普段の生活でも実践できている人が、運を育て

られるのだと思います。１・２年生だけでなく部活動を引退した 3 年生も、これから先の

様々な場面で、「運を育てる」ことを実践してほしいと願います。 
 
ところで、去る６月 8 日に、日本中学校体育連盟から、令和 9（2027）年度以降、全国

中学校体育大会で 9 競技（水泳、ハンドボール、体操、新体操、ソフトボール男子、相撲、

スキー、スケート、アイスホッケー）の大会を開催しないことが発表されました。令和 4

年度時点で、全国の中学校での部活動設置率が 20％を切っていて、在籍生徒数が 2 万 5

千人以下の競技を選んだとのことです。さらに、継続する競技についても大会規模を縮小

し、大会会期を３日以内、団体戦・個人戦ともに参加者数を現在よりも 30％減らすことを

目標にする他、令和 12 年に再び全中大会の開催方法を見直す、とも報道されています。 
（この項、日本教育新聞 第 6420 号 R6.6.17 発行 を参照） 

令和 9 年度は、現在小学４～６年生が中学校に在籍する年です。現在、柏崎市と刈羽村

が進めている、令和 8 年度からの休日の部活動の地域移行の完全実施へ向けた試行期間の

取組と併せて、中学生の部活動を取り巻く情勢の今後の推移に注目してまいります。 
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〈１年生〉 

１年生の学級目標は、「協力

し合い、仲を深め、礼儀正しく

過ごす」です。この目標を掲げ

たポスターが完成しました。ポ

スターには、一人一人の思いや

願いが書かれた人型のイラス

トがポスターを華やかにしています。 

また学活の時間を利用して、クラスの仲を深めるために、

各班企画の学級レクリエーションも定期的に実施されて

います。みんなで笑い合ったり、盛り上がったりと楽しい時間を過ごしています。 

学級目標にある「仲を深め」を忘れず、人との関わりを大切にしながら目標を達成して

ほしいと思います。 

 

〈２年生〉 

６月３日（月）、PUSHプロジェクトの

須田裕太郎様をお迎えし、心肺蘇生法の学

習を行いました。 

救命救急の実際と、誰でもできる救命処

置を学ぶことの重要性の講話をいただいた

あと、AED使用の実技演習を行いました。 

突然人が倒れた場面を想定し、「119番

お願いします！」、「AEDお願いします」と叫び、胸骨圧迫をしたあと、AED を装着しス

イッチを押すまでの一連の流れを全員が行いました。 

胸骨圧迫では、１秒間に 100～120回リズムに合わせて胸を両手で押さなければなら

ないので、周囲の人と協力しながら救助にあたることも学びました。 

もし、万が一このような状況に遭遇したら、勇気をもって行動することを期待します。 

 

〈３年生〉 

３年生のキャリア教育では、「自分

の目指す将来の生き方を追求するこ

と」、そして「実現のために今できる

ことを計画的に実践する力を身につ

けること」が大きなねらいです。 

春から総合的な学習の時間を使っ

て、グループで高校調べを行い、それ

をポスターにまとめました。教育理念や特色はもちろん、通

学方法や学費・諸経費、進学・就職状況なども記載されてお

り、その高校の実情がよりくわしくイメージできるものとな

っています。 

また、昨年度に引き続き、起業学習も開始しました。NPO

法人 aisa様を講師に、これから 10回ほどのプログラムで

学習していきます。 

まずは様々な視点から自分を見つめ、自分の将来や生き方

について真剣に向き合いながら、学習を進めてほしいと思い

ます。 

各学年の様子より 



 

 

 

６月７日（金）、上越地区大会激励会が行われました。

大会に向けて、各部が決意を述べ、全校生徒が選手にエー

ルを送る場です。各部の代表は、勝負に向けての思いを伝

えていました。どの選手も緊張感の中にもいい表情が見られ

ました。 

応援団長を中心に有志が集まって結成した特設応援団の指

揮のもと、「フレ！フレ！にしやま！」が体育館に響き渡り、

選手たちに力を与える会となりました。 

 

 

〈上越地区大会結果(6/11,12,17,21,22)〉 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

激励会   熱いエールを力に変えて 

陸上（高田城址公園陸上競技場） 

共通男子 110mH 池田 悠悟  ４位 

県大会出場 

  共通女子 100m   松井 心春  ９位 

             県大会出場 

共通 女子４×100ｍリレー   ４位 

川 瑠那  吉岡 椿姫 

松井 心春  廣川 結衣 

県大会出場 
水泳（上越市民プール） 

50m自由形  渡辺 優月  ５位 

100m ﾊﾞﾀﾌﾗｲ  渡辺 優月  ３位 

２種目県大会出場 
野球（美山球場、高田城址公園野球場） 

１回戦 

柏崎北部 13―６ 名 立 

刈羽 WBC ３―５ 糸魚川 

２回戦 

柏崎北部 １―15 糸魚川 

 
バレーボール 

（柿崎総合体育館、リージョンプラザ上越） 

予選リーグ 

柏崎バレーボールクラブ ０―２ 頸 城 

柏崎バレーボールクラブ ０―２ 雄 志 

柏崎バレーボールクラブ ２―０ 松 浜 

決勝トーナメント 

柏崎バレーボールクラブ １―２ 妙高・妙高高原 

卓球（柏崎市総合体育館、上越市総合体育館） 

○男子団体  

第１ステージ B ｸﾞﾙｰﾌﾟ １位 

  第２ステージ 

    西 山 ５―０ 刈 羽 

    西 山 １―３ 城 北 

○女子団体  

第１ステージ C ｸﾞﾙｰﾌﾟ １位 

 第２ステージ 

    西 山 ５―０ 柏崎第五 

    西 山 ３―１ 鏡が沖 

  第３ステージ 

    西 山 ２―３ 柿 崎 

    西 山 ０―３ 糸魚川 

        西 山 ２―３ 城 西 

○男子個人  

ベスト 16  盛 雅行  

○女子個人  

ベスト８  星野 心咲 

以上２名 県大会出場 

 
 

 

 

 

 

 

第２ステージ 

○４―１ 柏崎南 ○３－０ 城東 

決勝リーグ  ●０－３ 春日 

●０－３ 直江津東 ●２－３ 糸魚川 

女子団体 ２位 県大会出場 

予選Ｃリーグ 

保護者の皆様、地域の皆様、ここまでご支援

いただきありがとうございました。大会当日の

熱いご声援も選手の大きな力となりました。 

部活動を通して生徒たちは心も身体も大きく

成長することができました。これからの新たな

目標に向かって、さらに自分自身を鍛えていく

ことを期待したいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の予定 ※今後の状況によって、変更する可能性があります 

                       ･･･心の教室相談員来校日  SC･･･スクールカウンセラー来校日 
日 曜 予  定 日 曜 予  定 

１ 月 1,2年水泳授業① 17 水 体育祭結団式 1年：歯科保健指導 

２ 火  18 木  

３ 水 1,2年水泳授業② 個別面談 19 金 ２年：薬物乱用防止教室 

４ 木 1,2年水泳授業③ 20 土 新潟県中学校総合体育大会（陸上） 

５ 金  21 日 上越地区吹奏楽コンクール 

６ 土  22 月  

７ 日  23 火 休業前集会 

８ 月 ALT来校日     （基礎テスト国語②Week） 24 水 夏季休業（8/25まで） 

９ 火 個別面談 25 木  

10 水  26 金  

11 木 県総体・上越地区吹奏楽コンクール激励会 27 土  

12 金  28 日  

13 土 新潟県中学校総合体育大会（陸上以外） 29 月  

14 日  30 火  

15 月 海の日 31 水  

16 火     

 

右のQRコードに 

アクセスいただき、 

学校や生徒の様子 

をご覧ください。 

○心  

○体操着登校について 

７月上旬から９月中旬までの期間は、朝から高温が予想されるため体操着登校を

認めています。併せて、汗の処理や日焼け止めの使用に関する指導事項もご確認く

ださい。 

１ 体操着登校可能期間 令和６年７月１日（月）～９月 20日（金） 

２ 制汗シートや日焼け止めの使用は認めていますが、無香料のものが望ましい

です。使用する場所やタイミングを考えて使用することや生徒同士の貸し借

りはしないように指導しています。 

 

○県総体、吹奏楽コンクール激励会の御案内 

７／11（木）新潟県総合体育大会（県大会）・上越地区吹奏楽コンクールの激励

会を行います。保護者の皆様から参観していただければと思います。よろしくお願

いいたします。 場所：体育館    時間 １５：３５～１６：００ 
 

○前期期末テスト日程変更について 

前期期末テストは、新人大会の関係で以下のように日程を変更します。 

変更前 ８／30（金）、９／２（月） 

変更後 ９／２（月）、９／３（火） 

 

○イノシシの出没について 

この２ヶ月で４回ほどイノシシの出没による注意喚起のお知らせをさせていた

だきました。情報が入り次第、保護者の皆様にお知らせしたり、学校でも指導し

たりしています。これまでも、クマやサルの出没もありました。様々な地域でこ

のような状況がたびたび見られます。お知らせがありましたら、登下校の際は、

注意するようご家庭でもお話しください。 

○心  

○心  

お知らせ 


